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一会津盆地南縁山地の伝統的養蜂-

ニホンミツバチの伝統的養蜂といえば,長崎

県対馬,中国山地,熊野地方,四国地方など主

に西日本の地域がよく知られ,また近年は長野

県伊那谷での伝統的養蜂の報告 (岩崎･井原,

1994)もなされるなど,次第に日本の民俗文化

におけるヒトとミツバチのかかわり合いが明ら

かになりつつある.そうした一方,東日本とく

に東北地方におけるこホンミツバチの伝統的養

蜂については,岡田 (1990)が岩手県北部の在

来飼育を確認して以来,その実態はほとんど知

られていない.この現状は,単に伝統的養蜂が

行われていないことによるのではなく,十分な

関心がはらわれなかったことに大きな要因があ

ったといえよう.こうした空自地帯を補うとい

うことも視野の一つに入れつつ,本稿では福島

県の西部,会津盆地南縁の山間地域に継承され

る養蜂技術を,一人の養蜂者とハチとの関わり

を通して記述することにする.

Ⅰ. 東尾岐の伝統的養蜂

1. 東尾岐の概況

福島県の西部を占める会津地方は,会津盆地

とその南西部に広がる会津山地を中心として成

っている.ニホンミツバチの伝統的養蜂の継承

は,その全域に及ぶのでほなく会津盆地南縁 ･

西縁山地内のいくつかの村々に限られ,概ね三

つの圏として理解できる.

本稿で取り上げるのは, 行政区分でいえば大
ひがし お また

沼郡会津高田町の一大字東尾岐 (図 1) であ

る.東尾岐は,会津盆地南縁の山間に位置し,

この大字を範囲として一つのニホンミツバチ飼

養圏が形成されている.集落は,東尾岐川に沿

って点在し,その周囲には第三紀の堆積岩 ･火

佐治 靖

図1 東尾岐の概況

山岩を中心とした標高500-1000mの山並み

が連なる.盆地に近い東尾岐北端の集落関根か

ら東尾岐の中心地である田中周辺は東西に小起

伏山地が,さらに奥の集落になれば周囲は中起

伏山地という地形的様相を示している.

こうした周囲の山々には,広葉樹天然材 ･混

合林の植生が広がっている.とくにトチ･ブ

ナ･ナラの木を中心とする植生は,豊富な蜜源

植物を繁茂させ,ニホンミツバチの野生群が生

息し得る環境を今なお十分保持している.

一方,忘れてはならないのが積雪という冬の

厳しい気象条件である.たとえば東尾岐の最奥

部の集落入棺和田 (標高600m)の1993年2

月20日の積雪は1200cmであった.周囲の

山々の積雪はさらに深い.野生の-チ群は,こ

うした厳しく長い冬期環境の中で越冬している
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図2 タッコの設置場所 ●タッコの位置

わけである.所有群を越冬させ翌年まで維持す

る技術を有してこなかった東尾岐の養蜂におい

て,技術的に冬の環境は問題にされないが,秦

蜂存立という総論からいえば,毎年,確実に-

チ群を減少させていく養蜂形態に対して,毎年

常に一定のハチ群を供給してくれる自然環境

(厳寒 ･豪雪でも越冬するハチの生態,養蜂を

十分満たし得るだけの生息数,植生,地形など)

とのバランスは,当地の養蜂を検討するとき十

分考慮されなければならないのである.

2. ミツバチの呼称と巣箱

東尾岐では,二ホンミツバチを主にヤマバチ

という.このほかアメバチ･バチ･ミツバチな

どの呼称もみられるが,使用頻度は圧倒的にヤ

マバチが多い.こうしたヤマバチという呼称に

は,山野に野生する在来のミツバチ,近代養蜂

でのセイヨウミツバチとは別の種類という二つ

の認識が込められている.つけ加えておけばセ

イヨウミツパテは,アツカイバチと呼ばれてい

る.

この養蜂で用いられる巣箱はミツバチタッコ

と呼ばれている. ミツバチタッコは,幹がり

卜･ウトロ (空洞)になったキリ･スギ･サワ

グルミ･ケヤキなどの丸太を利用して作られ

る.直径が35-50cm程度の幹を長さ50-60

-新山さんの行動 丸数字本文参照

cmの輪切りにし, 内部の空洞は聖などを用い

て内径30cmほどに広げ,下端には-チの-イ

リクチ (巣門)として適当な長方形の切り込み

をいれる.そしてこれの上下に天井と底板とな

る板を打っけるのである.タッコは,こうした

きわめて簡易なもので,できるだけ人の手をか

けない,人工的な加工を極力抑えた,いうなれ

ば自然の樹木に近い道具である.

東尾岐に伝承される巣箱は,前述の形態のも

のだけで,他地方にみられるようなスギ板など

を張り合わせた直方体の巣箱などは見られな

い.

3.養蜂形態の外観

東尾岐の世帯数は142世帯,現在,養蜂を行

うためのタッコを所有している人は32名お

り,一世帯一人ずつである点からみれば二割強

の世帯が養蜂に関わっていることになる

(1994年5月現在).

東尾岐での養蜂は,元来通年で行われるもの

ではなかった.5,6月の分蜂期に空のミツバチ

タッコを適当な場所に置き,ヤマバチが自ら営

巣するのを待っ.ハチがタッコを ｢気に入り｣

営巣すれば採蜜期までそのまま置いて飼養す

る.飼養期間中は,外敵とされるカメバチ (ス

ズメバチ)の駆除を除けば,いたって放任的と



いえよう.そして秋,気温も下がりハチ群の活

動も低下する10月から11月を採蜜期として

タッコ内の巣を全て取り出して ｢アメ (塞)を

しぼる｣のである.その際,営巣していた蜂群

は死滅するか逃亡を余儀なくされる.

このように飼養する-チ群を常に山野に生息

する野生群に依存する獲得方法,半年前後の短

い飼養期間,-チ群を翌年まで維持することの

ない採蜜方法が当該地域の養蜂にみる特色であ

り,津田 (1986)が提示した類型に即せばⅠ型

の掠奪的な養蜂に当てはまる.

もちろん,今日も行われている伝統的養蜂で

あるが,単に伝統的な形態を踏襲するだけでは

なく,養蜂をとりまく状況の変化によって養蜂

形態にも少なからず変化が生じていることはい

うまでもない.その一つは営巣後のタッコを自

宅などに移動すること,もう一つは採蜜時期を

九一年延ばし翌年まで所有群を確保するように

なったことである.それらの理由として,前者

は熊の襲撃が頻発するようになったためであ

り,後者は期間を延長することのよって所有群

が春早い時期から訪花活動し貯蜜量の増加が望

めるだろうという思惑からである.

Ⅲ.伝統的養蜂のストラテジー

1.新山永喜氏の養蜂

東尾岐でヤマバチを飼う中の一人,新山永喜

氏は,大正9(1920)年生まれ,東尾岐でも北
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部に位置する集落大神沢に居住する.彼は長男

として当地に生まれ,学校卒業後は家業である

農業と製炭 ･伐採などの山仕事に従事し,その

傍らヤマバチの養蜂を行ってきた.新山氏の契

機は,昭和21年ごろ,炭焼きに出かけた折,ち

ょうど手ごろなウト (空洞)のブナのネッコ

(根元)見つけ,これを持ちかえりタッコを作っ

たことにはじまる.その時,手ほどきしてくれ

たのは田中在住の安斉好江氏 (故人)であった.

新山氏は, 現在28個のミツバチタッコを所

有している((図2)1994年5月2日現在).所

有するタッコの材質をみると,キリ･スギ･ク

リ･テンナリアズキ (和名キササゲ)などで,

なかでもキリ材をもっともよく用いている.そ

の理由として,軽量であること,ズイが太く内

部の加工が容易であること,さらに桐の生産が

盛んである会津地方において入手が容易である

こともあげられる.しかし,タッコの材質とハ

チの営巣確率の相関からいえば,｢野生の木を

用いた方が確率が高い｣と新山氏はいう.

2.タッコ掃除と設置

｢サツキ時分に-チは来る｣,新山氏に限らず

東尾岐の人々は,春の訪れという歳時的意味合

いを込め,ニホンミツバチが分蜂し,飛来する

時期をこう表現する.所有群からの-チ群を捕

獲することのない東尾岐の養蜂では,ハチは自

然という生活領域の外部から ｢乗る｣ものなの

である.サツキとは田植えをいい,機械化以前,

∵

∴

図3 タッコ掃除から設置まで

左より タッコの掃除,ビニールシートをかける,山への運搬,設置
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手植えで田植えをしていた時節,新暦でいえば

6月初旬を指している.田植え前後の農作業の

忙しい時期,その時期は同時に野生群に依存し

てきた東尾岐の養蜂にとっても重要かつ忙しい

時期だったのである.

飛来する時期が近づくと,まず行われる作業

がタッコソウジである.｢タッコの中に巣のか

すや木の葉,アリやクモなど虫が入っていると

-チは来ない｣と新山さんはいい,冬期問,保

管あるいは放置してあったタッコを出してき

て,その内部の掃除を行うのである (図3).棉

除は,おおむね仕掛ける直前で,まず上部を被

うビニールシートをとり,次に上板の釘をバー

ルで抜き板をはがす.上部を開けば,ホウキや

柄の長い草などを利用しはさだしたり,またタ

ッコをさかさまにして取り除く.内部がきれい

になれば再び上部に板を打っけるが,その際新

山氏は前年しぼったアメを内壁に塗り付ける.

これは ｢アメの臭いに誘われ-チが入りやすく

なる｣からである.その後,板を打ちつけビニ

ールシートをかぶせる (図3)わけであるが,

この際 ｢少しでも光が漏れていると-チは入ら

ない｣ということで,新山氏に限らず東尾岐の

養蜂者は細心の注意をはらうのである.

次は,それらタッコを適当な場所に仕掛ける

作業となる.彼が説く入りやすい場所の目安は

｢自分がみて,あの森,あの家といったように遠

くから見えるような場所,あるいは人がみても

何か目印にしそうな神社や大きな木などであ

る｣という.具体的に,彼がタッコを仕掛ける

場所は,①新山氏の家と道路をはさんだ向かい

側にある薬師堂の軒下,②集落の西北の山ぎわ

の杉林の中に鎮座するオオガミサマの杜の軒

下,③通称カワムコウと呼ばれる集落東側の山

ぎわの畑の中,④墓場,6)二本のケヤキの木の

根元,⑥新山氏の友人である台地区の玉木正之

氏宅の軒下,⑦東側の富神山の山頂にある山の

神様,と,新山氏がタッコを仕掛ける場所は,

毎年はぼ決まっている.

1994年の設置の作業状況を追ってみると,4

月20日にまず(D薬師堂への設置をおこなって

いる.薬師堂は,県道湯ノ上一会津高田線をは

巳だ:

図4薬師堂のタッコと向き(-は巣門の向き)

さんだ自宅の西側の高台に位置し
,
周囲が一望

できる場所である
.
彼は
,
ここに7つのタッコ

を置く
.
その設置は図4のごとくで
,一
言で薬

師堂といってもどこでもよいかというとそうで

はなく
,
場所が特定されている
.
さて
,
次にタッコ設置の作業が行われたのが

5月13日で
,
雷神山の山頂にある山の神様で

ある
.
山頂までは約10分はど山道を登るため
,
軽い小型のタッコが用いられる.
さて山の神の

′ト岡の周辺の状況をみると,
4m四方程の平に

なっており,
数本の大木がありそのうち2本の

根元にそれぞれタッコの1個を仕掛けた.
翌14日
,
この日はカワムコウ③(蔓X9と②オ

オガミサマであった.
新山氏は
,
庭先で5つの

タッコ掃除をした後,
そのうちの4つを一輪車

に乗せ設置場所へ向かった.
まず川向かいの山

ぎわであった.
設置場所を順に追ってみると,
まず墓地の中にある伐採したケヤキの木の切り

株の上に一個設置,
墓場の後方の山道を約200

mはどいったところにあるケヤキの木の根元

に1個
,
さらにそこから約50mはど先にある

ケヤキの大木の根元に一個設置した.
ケヤキの

木には
,
毎年設置していることからタッコを乗

せやすいようにと細木を組んだ台と固定のため

の針金がしっらえてある.
帰りぎわに今度は畑

の奥にあるカキの木の根元に1つ設置した
.
こ

うしてカワムコウへのタッコの設置が終了する

と
,
今度はオオガミサマと呼ばれる地域神の社



蓑 1 1992-93年の飛来営巣確認日

年 期 日 個数 タッコの設置場所

92年 5月28日 1 薬師堂
6月 4日 3 カワムコウのキリの

木･墓場･薬師堂
6月 9日 1 オオガミサマ
6月13日 1 薬師堂
7月16日 1 雷神山*

93年 5月25日 1 オオガミサマ
5月28日 2 墓場･薬師堂
5月29日 1 カワムコウのキリの木
6月 3日 1 クリの木
6月 7日 2 薬師堂
6月14日 2 ケヤ与の木･オオガミ

サマ
6月16日 1 薬師堂
6月17日 1 薬師堂
6月18日 1 カキの木
6月19日 1 薬師堂
6月20日 1 薬師堂
6月28日 1 マサヽヽヽガオオ

*自宅から距離があり,気づいてから持ってきたた
め入蜂時期は不明

の軒下に2個設置した.オオガミサマは,集落

の西北のスギ林の中にある.東 ･西 ･南はスギ

林で囲まれているが,北側の一角が開けてお

り,北東の方向に関根の集落が一望できる.2

個のうち1個は自宅から運び,もう1個はオオ

ガミサマの社の中においてあったものを使用し

た.設置場所は,入口の両わきのノキバであっ

た.タッコの口の向きは北東の林の開けている

方向に向けられる.

翌 15日カワムコウのカキの木の北東 10m

はどのところにあるクリの木の根元に1個,ま

たオオガミサマの社の北側に,1個タッコを追

加設置した.

以上が,-チの飛来以前に新山氏のタッコ設

置の場所,設置順,設置タッコ数,およびタッ

コの設置の期日である.新山氏が仕掛けたタッ

コの内訳は,薬師堂に7個,オオガミサマに3

個,川向かいの2本のケヤキの根元に2個 (倭

宜上奥のものを1,手前を2とする),墓場に2

個,畑内のカキの木の根元に1個,クリの木の

根元に1個,雷神山の山の神の境内に2個,台

地区の知人宅の北側に2個の計 20個であっ

た.

まず彼の設置場所として選んでいる領域をみ

勝

ると,薬師堂などのように自宅に隣接するよう

な集落内の領域,次に集落の周辺に位置する耕

作領域と山野の境界領域,さらに集落 ･耕作領

域の外部となるヤマ･他集落という領域のおお

よそ3つに分けられる (図2).

そうしたそれぞれの場所への設置は,単に日

常生活全般の中での時間的やりくりという問題

から,設置場所の選択がなされているのではな

い.その年の気象条件により,設置時期を多少

ずらすという判断も含め,場所の営巣確率,自

宅からの距離,場所ごとの飛来時期の遅速な

ど,長年培ってきた経験的知識の裏づけのもと

定型化した行動様式として,無意識のうちに行

われていることに気づく.

さらにつけ加えると,単にそれらの場所にタ

ッコを置けばよいのではなく,タッコの高さ,

出入口の向きも考慮されているのである.

3.設置後の作業

さて,掃除をしたタッコを適所に置けば ｢ハ

チが入る｣というわけではない.-チの営巣を

誘う要素を三つに大別するとすれば,これまで

の段階は二つの設置にみる要素を満たしたに過

●13川IJ小 ､ケ十千

6川向いクー)の人

図5 自宅への移動後のタッコの配置
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ぎない.3つめの要素として,-チを｢よぶ｣た

めの ｢わな｣とでもいうべき,さらなる働きか

けが必要とされる.それがタッコの出入口への

アメヌリである.｢ハチが来るようにアメを塗

っておく｣といわれるように蜜をたらすことに

よってハチの飛来を誘うのである.

この作業は,タッコの見回りと合わせ何度と

なく繰り返される.また見回りも重要な作業で

ある.ハチが飛来するより早く,塗ったアメに

アリが来ていたり,あるいはナメクジやコオロ

ギなど他の昆虫にタッコ内を占有されてしまう

と-チは飛来しないからである.

新山氏のタッコの設置場所への見回りやアメ

ぬりの行動をみていると,大きく三つに分かれ

る.①まず毎日欠かさず-チの飛来状況を確認

するのが薬師堂である,薬師堂は,朝晩に限ら

ず,農作業の合間などわずかな時間ができれば

タッコ-の飛来状況を確認するのである.②次

にヒヒテ (一日おき)間隔で見回りするという

のが,東尾岐川を境にした東側であるカワムコ

ウとオオガミサマである.カワムコウの場合

は,雷神山を除いてケヤキ1からクリの木まで

を一巡する.③一週間以上の間隔をおいて見回

るのが雷神山と台地区の個人宅である.

このように設置の際同様に,見回り･アメヌ

リにも一つの行動様式が発現しているのであ

る.

しかしこうした新山氏の行動も,タッコへの

-チの飛来状況によって変化してくる.

4. ハチ群の飛来,営巣

仕掛けたタッコに-チ群が営巣することを

｢-チが入る｣とう.仕掛けたタッコに-チが営

巣するまでの-チの行動は,次のように説明さ

れる.

タッコ設置後,早ければ仕掛けたその日のう

ちに, どこからともなく2,3匹の-チが飛来

する.こうした状況を ｢ハチがアメをなめにき

た｣といい,これが-チとヒトがかかわる最初

の段階となる.何度かアメをハイリクチにたら

す作業を繰り返していると,何匹かの-タラキ

パテが出入りするようになる.次に出入口付近

にとどまり,出入りするハチを見張るような仕

葦をする-チが現れる.これをバンペバチ (香

兵バチ)と呼ぶ.ハタラキパテよりも少し体長

が大きく黒っぼくオトコバチであるという.こ

うしたハチが見られるようになると,異なる群

のハタラキバチがタッコに侵入すれば,同群の

ハチがくわえだしてしまうというのである.こ

れは ｢それぞれの-チ (群)がスウトリ (巣取

り)をしているからだ｣と解釈されている.こ

うした段階が過ぎ,-チの出入りが数十匹単位

で盛んになると,｢ハチが入りそうだ｣という.
こうなればアメをたらすということはせず,ハ

チ群が飛来するのを待っのみとなる.タッコ周

辺を盛んにハチが飛び回るようになると,大群

を組んで分蜂群が飛来するのが 1日以内だと

判断されるのである.

さて,-チ群が飛来 ･営巣する好条件とし

て,新山氏は ｢晴れていて気温が高く,風のな

い日である.そんな日少し蒸すようなお昼前後

にハチは来る｣という.しかし,その瞬間に立

ち合うことは希であり,またそれを必ずしも目

的としていない.新山氏は幸いにも手帳に

1992年,1993年の飛来営巣の確認日を記して

いた. これをみると1992年もっとも早く営巣

したのは5月27日,最後が7月16日であり,

1993年はもっとも早い営巣が5月25日,最

終が6月28日であった. 営巣日と場所は表 1

のごとくであり,1992年は合計7群を,1993

年は15群を獲得したことになる. この表を見

てもわかるように薬師堂に仕掛けたタッコへの

営巣の確率が高いことがわかる.

実際,観察調査を行った1994年の場合であ

るが,もっとも早く営巣したのが,薬師堂の階

段左下に仕掛けたタッコで5月20日, 次が5

月22日で雷神山とカワムコウのカキの木の根

元に仕掛けたタッコと図中の番号順に続き,カ

ワムコウのケヤキに仕掛けたタッコの6月17

日が最終であった.

5.管理と外敵

元来は,-チの入ったタッコはそのまま設置

場所に置くのが通常であった.しかしここ数年

集落近くまで熊が出没するようになり,営巣中

のタッコを襲撃するようになった. 現に1993



年,営巣後,薬師堂に置いた新山氏のタッコが

熊に襲撃されている.こうした熊の襲撃に対す

る対処法として,自宅など安全な場所にタッコ

を移動するということが行われるようになった

のである.

彼の場合,営巣を確認すると,その翌日には

移動する. タッコの移動は夜6時30分から7

時ごろ周囲が暗くなってから行われる.重墨の

あるタッコや場所が平坦な場合は一輪車を用い

て運び,雷神山や畑内の一輪車がきかないよう

な場所の場合はロープを用い背負って運ぶ.

移動する際には,まず瓶などに水を準備し,

まず-チの出入り口に水を吹きかける.すると

ハチはタッコ内に入ってしまい,すぐにスギッ

パ (スギの葉)などで出入口をふさぐ このよ

うに-チが出ないようにして自宅まで運ぶので

ある.この際,振動を極力与えないように注意

をはらう.自宅に移動したタッコは,敷地内に

図5のように配置される.

自宅へ移動した後のタッコの管理はきわめて

放任的であり,カメバチが飛来した際竹等など

でたたき落とす以外作業らしい作業はない.

6.採蜜

新山氏が採蜜を行うのは,11月に入ってか

らである.周囲の山々に-チが蜜を集める花が

なくなり,-チもスゴモリのため出入りが見ら

れなくなった時節に行われる.採蜜のことを
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｢アメをしぼる｣という.1994年は,5日間に

わたり採蜜が行われた.11月13日,14日,15

日,16日,24日であり,計7個のタッコから

アメを採った.彼が採蜜したタッコは,図5の

★のタッコである.これらを選ぶ際,新山氏は

営巣時期が早いこと,-チ群が大きいこと,飼

養期間中のハチの出入りが頻繁であったこと,

さらに持ち上げてみて重いかどうかを判断規準

としていた.残りは越冬させることになった.

さて,採蜜の作業を見てみよう.作業の服装

はいたって簡易で網を被ったりせず,作業服で

採蜜を行う.まず直径 1cmはどの竹の筒でタ

バコの煙を出入口から吹き込む.｢こうすると

ハチの動きが麻捧し下方に固まるのだ｣とい

う.タバコ1本を吹き込むと,スギの葉で出入

口をふさぎ,一輪車で庭先まで運ぶ.次にバー

ルで上板をはがすのである.はがせば巣板を1

枚ずつ庖丁で切り取り,用意したポールに移す

のである.その際,ハチが巣板の下方について

いれば焚火で燃やし死滅させる.新山氏はこれ

を ｢火葬｣にするのだといっている.一切巣板

を取り出せば,ボールを台所に持っていき,大

鍋をガステーブルにかけ,巣板を一つずつ鍋に

入れ溶かしていく.その際巣板についている-

チもいっしょに煮てしまう.全体が溶ければ,

火を止めて鍋を下ろし自然にさます.1日はど

おけぼろうが上方に,蜜が下方にと分離しろう

図6 採蜜 (左より 竹の筒でたばこの煙を吹き込む,巣門を杉の葉で閉じて庭先まで運搬,切り取った巣板を

鍋で煮る)
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だけをはがし,蜜は一升瓶に移すのである.さ

らに分けたろうは再び水を加えて鍋で煮て二番

絞りとして,翌年のアメヌリに使用する.

まとめ

新山永書という一人のヤマバチの養蜂者の養

蜂活動を通 し,東尾岐の伝統的養蜂を見てき

た.

断っておくならば,彼の養蜂技術が東尾岐を

代表する典型的な事例というわけではなく,あ

くまで一事例だという点である.

さて,これまで見てきたように東尾岐の伝統

的養蜂は,分蜂期に野生する-チ群を捕獲し,

その年の秋にハチ群を死滅 ･逃亡させながら全

ての蜜をしぼるというものであった.そして翌

年,再び野生群を獲得することを繰り返すこの

養蜂はきわめて原初的なものと言えよう.この

ような原初的な養蜂活動であればこそ,野生す

るニホンミツバチの習性を熟知することが必要

であり,その経験が民俗的知識 ･技術へと還元

されなければならなかったのである.中でも飼

養出来るか否かを大きく左右する-チ群の獲得

には,そのことが顕著に反映されている.

次に直接養蜂に関わる技術の周辺,生産活動

という点に目を移そう.ここでの養蜂でいえる

ことは家の経済を支えるべき生産活動というわ

けでも,また過去においては甘味料確保の重要

な手段であったにしても,十分量の砂糖が入手

できる今日,日常の自給生活に必要不可欠とい

うものでもない.いうなれば趣味的 ･副次的と

形容できるマイナー･サブシステンスというこ

とができよう.しかし,そうした活動が人々の

日常生活において無意味かといえば,また問題

は違ってくる.たとえば収穫した蜜の贈答にみ

る社会関係,あるいはヤマバチを飼う人々のネ

ットワークなど,そこには-チーヒトの関係を

介してのしトーヒトの関係が生成されており,

篠原 (1990)が述べる ｢村をとりまく自然と村

人の生活の関係は単に自然の中の可金野生動植

物の利用や農耕具 ･生活異の素材の発見にとど

まらない.村人のみる動物の習性や種間の諸関

係は村落の人間関係や習俗まで投影している｣

という現実を当該地域の-チーヒト関係にも兄

いだすことができるのである.

この点を含め,本稿では触れることができな

かった課題は多い.これらについては稿を改め

論じて行きたい.

(〒965 会津若松市城東市 1-25 福島県立博物館)
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InJapan,mosttraditionalbeekeepingofJapa-

nesehoneybee,Apisceranajaponicahasbeen

developedinthewestpartofthecountry Far

from there,and nearthenorthlimitofthe

habitatofthespecies,thepeoplemaintalntheir

traditionstokeepthebeesinthehillyreglOnOf
AizuBasinrim

Probably becauseoflong cold winter,the

peoplepreferthemethodtokeepbeecolonies

only from swarming to honey harvest. In

autumn beekeeperskillthewholecolony or

driveoutitfrom hivetocollecthoney,then

theytrapswarmsusingemptyloghivesagaln

inthenextsprlng.

To continuethebeekeeplng,therefore,the

beekeepersaredemandedtohavekeenInsight

toobtainbeecolonieseveryyearandcompelled

tounderstandandmaintalntheirsurrounding

resource-richnaturewherethebeecoloniessur-

vive.

Even though thebeekeeping isperformed

justasminorsubsistence,itcouldbeworth

fromtheethnoecologicalviewpoints Therela-

tionshipbetweenbeesandthepeoplemayre-

flect beekeepers' lives through similar

ethnoecologicalwaywherethehabitsofwild

animalsandtheirinterspecificrelationseffect

ontheconventionsandcommunltylifeofviト

Iagers.




